
活動内容と成果
●�A畑の既存苗1,680本の内、1,280本を2分割に株
分けし、A畑の苗の本数は2,560本、株分けしな
かった400本と、合計2,960本となった。畑の大き
さは、280㎡拡大した。新規苗はメンテナンスのみ
で、生育率は、A畑で265本、生育率88.3％。B畑
は、187本、生育率93.5%となった
●�石垣市内の5年生以上の小中学校の生徒数、2,759
人のうち、今回の苗作り参加者は54人。1.96%の
参加者数で昨年よりも少し増加した。昨年より開
催の回数を増やしたことで参加人数が増加した

活動内容と成果
今年度は、地域との連携をより密にし、地域の抱えて
いる問題を、地域住民とともに分かち合う時間を大
切にした。ケニアにおける野生生物管理を担う、ケニ
ア野生生物公社の元レンジャーに講師として滞在し
てもらい、近隣集落のマサイの人たちに度重なる講
義を実施してもらった。その成果もあり、野生動物に
対する必要以上の怖れや、敵対心がかなり軽減され
た。昨年実施した、Zoningがかなり定着してきたが、
本年度は干ばつが酷かったため、コミュニティのた
めにも保全エリアを開放するなど、コミュニティと
の協働がうまく働いた。

課　題
八重山諸島では1970年代と比べるとサンゴの生育
環境が50％以下になっており、このままではサンゴ
の回復が難しくなってきていること

目　標
サンゴ礁を守る意識の向上
八重山の海環境に対応したサンゴ礁の再生のための
サンゴ養殖活動

課　題
対象地域において、野生動物と家畜が居住地を共有
することで、野生動物の生息地や水場が減少し、結果
的に野生動物の個体数が減少している現状がある。

目　標
対象地域において、野生動物と家畜の棲み分け
（Zoning）を根付かせ、地域マサイの人々が自発的に
エコツーリズムに関わることで、野生動物との共存
を目指す。

（特非）　観光事業活動研究会

（特非）　ワイルドライフ・プロミシング

八重山の海環境に対応するサンゴ礁の
再生とサンゴ礁を守る意識の向上

ケニア、マサイマラ国立保護区周辺、ゴイ
ラレ（Nkoilare）地域の野生動物保全活動

サンゴ苗株分け作業の様子

苗作り教室の様子

チーターも見られるようになった

養殖面積の拡大 280 ㎡

野生動物保全に関わる
意識の普及度 50 ％

苗作り教室の開催 54 人

野生動物の個体数の
増加 30 ％

今年度計画の達成度 70 ％

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 60 ％

目標達成度 60 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
天候、海況によりメンテナンス作業
が予定通りできなかったこと。

■工夫した点
昨年よりも、地元に根付いた企業と
の連携に挑戦したこと。

■苦労した点
野生動物のモニタリング強化のため
に、様々な技法を用いたが、今年は
干ばつが酷かったため、思うように
進まなかった。

■工夫した点
ケニア野生生物公社の元レンジャー
と活動を共にしたことで、野生動物
保全や、そのハンドリングを、地域
住民が学ぶことができた。

2年目となり、企業のCSR活動として協働できたので、今後もこの活動に賛同して
くれる企業を増やし、活動の自立を目指したい。

2020年1月から放飼場の建設準備に入ったが、放飼場の設置場所、家長への挨拶
を終えたところで、ケニアでもCovid-19が流行しはじめ、都市間の移動が困難と
なった。回復次第、放飼場の設置を開始する。
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〒907-0004　
沖縄県石垣市登野城480-1
電話：0980-87-5088
E-mail：info@kanko-ishigaki.org
HP：http://kanko-ishigaki.org/

〒063-0033　
北海道札幌市西区西野3条7丁目
5-15
電話：011-667-4618
E-mail：�zentoyouyou@yume-dental.com
HP：http://www.wildlife-promising.org/

実　践

つづける助成
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生息地の回復、エコツーリズム利用


